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従来の競技にひと工夫加えた「ニュースポーツ」に挑戦
する大会が虎姫運動広場体育館で開催されました。４人１
組でチームを作り、８種目の合計得点で順位を競います。
特に今年から加わった「投in矢のごとし」・「ネットパス
ラリー」には、どのチームも苦戦していましたがみんなで
力を合わせて競技に取り組んでいました。

ニュースポーツチャレンジデー2012

このコーナーは、市民の皆さんの活動の様子やまちで見
かけたほっとな話題を紹介するページです。
あなたが知っている旬の話題などがあれば、市民広報室

（7６５－６５０４）まで事前にお知らせください。

７ １(日）

犯罪や非行の防止、罪を犯した人たちの更生について理解
を深めようと呼びかける「社会を明るくする運動」。７月は
その強調月間であり、市内各地で街頭啓発が行われました。
木之本では伊香高校のボランティアサークル「サウンド

会」の皆さんが、保護司会や更生保護女性会のメンバーと
ともにうちわなどを配って啓発しました。

明るい社会を築こう

西浅井町山門の里山「山門水源の森」で西浅井中の３年
生が里山保全学習を行いました。これは総合的な学習の時
間に校外に出て活動することで、ふるさとへの愛を深めよ
うと行われているもので、生徒たちは、落ち枝をひろった
り、雑草を刈り取ったりしながら、地元が誇る「山門水源
の森」の素晴らしさを改めて実感しているようでした。

身近な自然僕たちが守る

７ ５(木）

「冨田人形サマープログラム」で人形遣いや三味線、浄
瑠璃を学んでいる留学生たちがびわ北小を訪れ、練習成果
の発表と交流会を行いました。
児童たちは、はじめは少し照れた様子でしたが、留学生

たちの明るい笑顔に助けられたのか、すぐに馴染み、授業
で習った英語を駆使しながら、留学生とのコミュニケーシ
ョンを楽しんでいました。

ドキドキ異文化交流

７ ９(月）
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子ども達のより良い学びのために
「長浜の未来を拓く教育検討委員会」では、市内の県立学校のあり方について話し合い、滋賀県と県教育

委員会への提言を行うとともに、これからの教育・人材育成のあり方について検討を進めています。
７月11日に開催した第８回会議の結果についてお知らせします。
○第一次提言およびその後の経過について報告しました
６月12日の第一次提言について報告を行うとともに、提言後の県議会６月定例会における県知事および県

教育長の高校再編に関する答弁内容について報告しました。
○県教育委員会から今後の県立高校再編に関する考え方について説明を受けました
≪説明の要旨≫
①「希望する進路の実現」、「進路希望に応じた学びの提供」、「英語や
理数教育の充実」、「地域活性化」、「地域事情への配慮」などの視点
を大切にしている
②湖北の高校再編が全県的なモデルとなるよう、必要な予算は確保し、
県教育委員会の総力を挙げて全力で取り組む
③９月中旬までに再編計画（案）を示し、十分な説明と意見聴取を行
いながら、できるだけ早い時期に再編計画を策定したい
④夏休みまでに市内の全中学２年生とその保護者を対象としたアンケート調査を実施したい
※各委員からは④のアンケート調査の内容が不適切である旨などの意見が相次いで出され、県教育委員会で
再考の結果、アンケート調査は中止されることとなりました。
○第二次提言に向けた取組みについて確認しました
第二次提言に向け、より具体的な検討を次回委員会から行うことを確認しました。

※第一次提言書やこれまでの委員会資料、議事録は市ホームページに掲載していますのでご覧ください。ま
た、高校再編や人材育成などに関するご意見は、メールまたは書面にてお寄せください。いただいたご意
見は、検討委員会に報告します。 ■問企画政策課（7６５－６５０５、Eメールkikaku@city.nagahama.lg.jp）

■問
市
民
課

（
7
６
５
―
６
５
１
１
）


